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2016年 
2月 20日 
第 5号 

（
44
機
中
22
機
を
取
得
予
定
）
で
、
６

１
６
５
億
円
を
つ
ぎ
込
み
、
そ
の
う
ち

の
大
半
を
米
政
府
、
残
り
を
ア
メ
リ
カ

の
軍
需
産
業
の
下
請
け
工
場
と
し
て

の
三
菱
重
工
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
と

指
摘
。
さ
ら
に
関
連
予
算
の
中
の
「
そ

の
他
関
連
経
費
」
（
５
年
間
で
１
２
３

７
億
円
）
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
元
管

理
の
も
と
全
て
の
Ｆ
35
の
ユ
ー
ザ
ー

国
が
世
界
規
模
で
部
品
な
ど
を
融
通

し
合
う
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ｓ
）
や
、

Ｆ
35
の
情
報
を
ア
メ
リ
カ
が
一
元
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
関
連

経
費
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
村
氏

は
、
「
空
爆
を
繰
り
返
す
ア
メ
リ
カ
軍

な
ど
の
戦
闘
機
を
つ
く
る
こ
と
に
日

本
が
加
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

支
配
を
強
め
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
た
い

ア
メ
リ
カ
に
日
本
が
貢
ぐ
予
算
だ
」
と

批
判
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
村
氏
は
、
関
連
予
算
の
な

か
で
使
途
不
明
と
し
て
ア
メ
リ
カ
政

府
へ
、
13
年
と
14
年
で
計
２
９
４
億
円

が
支
払
わ
れ
た
中
身
を
た
だ
し
ま
し

た
。
中
谷
防
衛
相
は
「
米
国
政
府
と
の

契
約
金
額
の
一
部
。
運
用
支
援
体
制
の

構
築
に
か
か
わ
る
経
費
。
こ
れ
以
上
の

詳
細
は
米
国
政
府
に
よ
り
非
公
表
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
答
え
ら
れ
な

い
」
と
答
弁
。
本
村
氏
は
詳
細
な
資
料

の
提
出
を
求
め
ま
し
た
。 

日本共産党と民主党、維新の党、社民党、生活の党は 19 日、党首会談を行い、「安保法

制（＝戦争法）の廃止」や国政選挙で最大限の協力を行うことなどで合意しました。 

戦争法を廃止する法案を国会に提出することを確認した上で、５野党として次の４点を確

認しました。 

党首会談での確認事項 

（１）安保法制の廃止と集団的自衛権行使容認の閣議決定撤回を共通の目標とする。 

（２）安倍政権の打倒を目指す。 

（３）国政選挙で現与党およびその補完勢力を少数に追い込む。 

（４）国会における対応や国政選挙などあらゆる場面でできる限りの協力を行う。 

 野党５党は１９日、戦争法廃止法案を衆議院に提出しました。 

 

本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
18
日
、
予
算

委
員
会
で
、
２
０
１
４
年
12
月
に
ア
メ

リ
カ
政
府
が
、
三
菱
重
工
小
牧
南
工
場

（
愛
知
県
）
と
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
瑞
穂
工
場(

東

京
都)

に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
Ｆ

35
戦
闘
機
の
整
備
拠
点(

リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
デ
ポ)

を
設
置
す
る
計
画
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
た
だ
し
ま
し

た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
中
谷
元
・
防
衛
相
は

自
衛
隊
の
Ｆ
35
の
整
備
を
予
定
し
て

お
り
、
「
現
時
点
で
は
他
国
の
Ｆ
35
の

整
備
の
具
体
的
な
計
画
は
な
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
が
、
本
村
議
員
が
、
２
０

１
３
年
の
官
房
長
官
の
談
話
で
「
国
内

に
設
置
さ
れ
る
整
備
基
盤
に
よ
り
米

国
に
対
す
る
支
援
も
可
能
」
と
書
か
れ

て
い
る
こ
と
を
示
す
と
中
谷
大
臣
は

そ
れ
を
否
定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

コ
ス
ト
削
減
で
日
本
に
肩
代
わ
り 

ま
た
、
本
村
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政

府
監
査
院
が
Ｆ
35
の
コ
ス
ト
が
高
す

ぎ
る
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、

「
日
本
に
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
デ
ポ
を
置

き
、
日
本
に
や
ら
せ
れ
ば
重
整
備
の
拠

点
の
工
場
の
お
金
ま
で
出
し
て
く
れ

る
。
米
軍
や
ア
メ
リ
カ
の
軍
需
産
業
の

下
請
け
を
日
本
に
や
ら
せ
て
、
コ
ス
ト

削
減
を
図
る
も
の
だ
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。 さ

ら
に
本
村
氏
は
、
日
本
政
府
の
Ｆ

35
関
連
予
算
に
つ
い
て
、
過
去
５
年
間

 

私学助成充実を求める集会で
あいさつする井上参院議員 

 

静岡県党いっせい宣伝で訴
える島津議員・ＪＲ静岡駅 

 

愛
知
県
に
は
「
理
解
得
た
」 

地
元
市
町
に
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
１
枚 

 

本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
18
日
、
予
算
委
員
会

で
Ｆ
35
戦
闘
機
の
整
備
拠
点
を
愛
知
県
の
三
菱

重
工
小
牧
南
工
場
に
置
こ
う
と
し
て
い
る
問
題

で
、「
滑
走
路
は
ど
こ
を
使
う
の
か
」
と
質
し
ま

し
た
。
中
谷
防
衛
相
は
「
小
牧
南
工
場
に
隣
接

す
る
県
営
名
古
屋
空
港
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

本
村
氏
が
、
い
つ
愛
知
県
や
関
係
市
町
に
説

明
し
た
の
か
を
質
問
す
る
と
、
中
谷
防
衛
相
は

米
国
政
府
か
ら
の
発
表
（
２
０
１
４
年
12
月
18

日
）
前
の
12
月
15
日
に
、
防
衛
省
と
三
菱
重
工

の
担
当
者
が
愛
知
県
に
説
明
し
、「
県
側
か
ら
事

後
を
含
め
て
利
用
開

始
時
期
等
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
応
え

ら
れ
る
範
囲
で
対
応

し
た
。
今
後
決
定
を

し
次
第
説
明
に
行
く

旨
を
回
答
し
て
、
ご

理
解
を
得
た
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。 

こ
の
問
題
で
は
、
本
村
議
員
が
事
前
に
自
治
体
や
防

衛
省
か
ら
聞
き
取
っ
た
な
か
で
は
、
防
衛
省
が
愛
知
県

へ
12
月
18
日
に
情
報
提
供
し
、
関
係
市
町
の
名
古
屋
市
、

春
日
井
市
、
小
牧
市
、
豊
山
町
に
は
同
日
、
県
か
ら
フ

ァ
ク
ス
１
枚
で
連
絡
が
あ
っ
た
と
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
は
県
に
は
15
日
に
説
明
が
あ
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

軍
事
機
能
強
化
反
対
の
要
望
何
度
も 

本
村
氏
は
、
名
古
屋
空
港
が
県
営
と
し
て
残
さ
れ
る

さ
い
に
、
周
辺
の
春
日
井
市
、
小
牧
市
、
豊
山
町
の
市

長
・
町
長
が
連
名
で
、「
他
基
地
所
属
の
自
衛
隊
機
に
よ

る
定
期
的
業
務
以
外
に
よ
る
利
用
及
び
米
軍
機
の
利
用

な
ど
が
な
い
よ
う
に
」
と
当
時
の
額
賀
防
衛
庁
長
官
に

要
望
書
を
出
し
、
そ
の
後
も
何
度
も
同
様
の
要
望
書
が

防
衛
相
あ
て
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。「
２
０
０

５
年
に
中
部
国
際
空
港
が
開
港
し
、
県
営
空
港
と
し
て

残
さ
な
け
れ
ば
隣
接
す
る
航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
の
滑

走
路
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
、
こ
う

し
た
地
元
の
声
を
当
然
尊
重
す
べ
き
だ
」
と
の
べ
、「
住

民
合
意
の
な
い
Ｆ
35
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
デ
ポ
の
計
画
を

白
紙
に
戻
し
、
撤
回
す
る
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。 


